
【全年次】 

 生徒の皆さんは読んだ後に保護者の方へお渡ししましょう。 

今年度の勉強会はこれで最後です ２月の勉強会 

進路だより 
 

 

 

長く続けてきた勉強会も今年度は２月が最終となりました。対象の生徒でまだ参加し

ていない生徒や、思うように進学先等の課題に取り組むことができていない生徒は積極

的に参加しましょう。なお、参加する際には授業・ＨＲ・学校行事を優先してくださ

い。 

 

《対象となる生徒》 

○ 来年度「かなテクの入校試験」等を受ける生徒 

○ 学習成果発表会で発表するための資料作成が必要な生徒（パワーポイント等） 

○ 進学先等の課題に取り組めず困っている生徒 

○ その他、教科担当や担任等から参加するように勧められた生徒 

 

《日 程》※急遽、中止となる場合もあります。 

      ※大学院生と大学生、３名の方が担当します。（各日１～２名が担当） 

２月 １日（月） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 ２日（火） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 ４日（木） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 ５日（金） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 ８日（月） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 ９日（火） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 10 日（水） 短縮 30 分授業・発表準備 

２月 19 日（金） 科目説明会・発表準備 ※17:00より前は登校禁止 

２月 24 日（水） 発表準備・面談・発表リハーサル 

２月 26 日（金） 学習成果発表会 

 

《場 所》※場合によっては変更します。 

 「キャリア相談室」または「基礎用パソコン室」 ※いずれも定時制職員室の近く 
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Classroom でも配信しています。  



“学校斡旋による就職”に関する勘違い （第 2回） 

たくさん内定をもらって、その中から選ぶことができる？  

 

 

 

 

就職活動の時期になると「“たくさん内定をもらってきなさい”と親に言われまし

た」という生徒がいます。そのようなことができるのでしょうか？ 

 

①内定は原則として１社だけ！ 

夏季休業期間に入る前から就職活動は始まり、求人票の閲覧などを行います。夏季休

業期間中には職場訪問をし、その会社を受けるかどうかを決め、９月に入ってから試験

を行います。そして内定がもらえたら、その会社に入社します。内定が出ない場合には

新たな会社を一から探します。 

つまり、「複数の会社から内定を貰って、その中から選ぶ」というような試験の受け

方は学校斡旋による就職（高卒）では原則としてできないということになります。 

 

②時期よっては「１人２社まで」可能な場合もあります。 

 １社目で内定がでなかった場合、または遅い時期から就職活動を開始した場合は１人

あたり２社まで応募できる制度があります。しかし、履歴書の準備や面接対策を考える

と、２社分の準備を同時に行うことは大変難しい事です。本校においても記録が残る範

囲では、この制度を活用した事例はありません。 

 

③職場見学は複数行ってもよい。 

 実際に採用試験を受けて、内定を貰うことについては制限がありますが、職場見学は

複数行っても構いません。見学をしてみて「想像していた会社と違うな」と思ったら次

の会社を探せばよいのです。 

 しかし、学校斡旋による就職活動をしている生徒は、求人票をしっかりと確認するだ

けでなく、会社のホームページを見たり、わからない部分は教員に質問するなどの取り

組みをしていますので、「職場見学をしてみたらイメージが違った」という申し出はほ

とんどなく、１社目の見学先で採用試験の応募先を決める傾向が強いです。 

 


